
令和5年12月9日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント
４：全教員が行った。

３：８０％以上できた。

２：６０％以上できた。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に
10日以上ログインし活用した。
３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に
10日以上ログインし活用した。
２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に
10日以上ログインし活用した。
１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：全教員が行った。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：児童の読書量が月１０冊以上であった。

３：児童の読書量が月７冊以上であった。

２：児童の読書量が月５冊以上であった。

１：児童の読書量が月５冊未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織
的に対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せ
ず、組織的な対応をしなかった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：７０％以上の教員が行った。

１：７０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

１：0

Ｄ 0ICT機器、特にタブレット端末を児童が
文房具として活用できるようにし、思考
力・判断力・表現力を高める授業を行
う。

B

B

△ＩＣＴ機器の活用は、学級や教科で
工夫して取り組んだ。

○ＩＣＴ機器を使った教員同士の授業
観察や、効果的な使い方を周知する
ための研修などにより、引き続き教員
の活用力の向上を図る。
○朝学習（タブレットタイム）や隙間の
時間にＩＣＴに慣れる機会を設定して、
児童の習熟を図る。

Ａ 0

子どもたちがよく使いこなしている。

論理的、科学的な思考力の育成を目
指し、「おおたのものづくり」を生かした
体験活動や理数授業等を実施する。

B
３：10

Ｂ 10

Ｃ 0
体力テストの結果を踏まえ体力向上
全体計画を作成し、計画に基づいた体
育指導や「一校一取組」運動や「一学
級一実践」運動を実践する。

B

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活
用し、外国の方々とのコミュニケー
ション能力の育成等を図っている。

B

・ＩＣＴ機器を活用した授業
を各学級が行った平均回

数。

４：毎月１０回以上。

３：毎月８回以上。

２：毎月６回以上。

１：毎月６回未満。

４：10

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目
指し、ＩＣＴ機器を活用した授業を実
施する。

A

他者の人権を尊重する人権教育
の推進を目指し、人権教育資料等
を活用した授業を実施する。

B

B

▼担任や同級生など関わりの深い人
とは挨拶できるが、他の学級や来校者
との挨拶が十分ではない。
▼挨拶を返したり会釈はできるが、自
分から進んで挨拶することが十分では
ない。

○教職員自らが児童や来校者に挨拶
をする姿を見せ、挨拶がしやすい環境
を作る。
○挨拶や返事が身に付いていない児
童を見逃さず、できるまで働きかける。

B

B

B

B

△ユニバーサルデザインを授業に意
識している教員が多いが、効果が発揮
できていない所がある。

○本校が研究として取り組んできた、
ユニバーサルデザインについて、年度
当初に確認し、効果的な授業が構成・
計画できるように努める。

３：10

２：0

１：0

B

B

B

B

B

B

A

１：0

大きないじめに発展する前に、手を打っていることや学校全体でいじ
め防止に取り組んでいることが感じられる。

早寝早起き朝ごはんの取り組みは、学期ごとに重点を決めて、（例
えば1学期は早起きを授店とする）習慣化へ一つ一つ取り組むのは
どうか。

学校公開は1時間目から参観したい。平日の学校公開をしてほしい
という話を保護者から聞きます。是非検討してください。

B

B

読書は語彙を増やすことや読解につながる。

△朝読書や週１回の図書の時間を活
用して、児童が読書に親しむ環境を設
定している。
△読書学習司書や図書館との連携
で、読み聞かせや図書室の整備を
行っている。

○国語科の教材に関連させたり、各教
科の調べ学習で利用したりして、本に
触れる機会を数多く設定する。

10

0

Ａ

Ｂ

0

Ｃ

Ｄ

B

B

A

算数・数学到達度をステップ学習
チェックシートで児童・生徒、保護
者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・
英語の補習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生
かす。

校内研修や自己研修において教
師の体育授業の指導力を向上さ
せ、児童の体力向上に繋げていい
く。

問題行動・不登校問題等にかかわ
る児童・生徒に関するケース会議
等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修
や、国、都及び区の資料を活用した授
業等を行う等道徳指導充実のための
取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組
等を通して、児童・生徒や保護者に対
し、望ましい生活習慣についての意識
啓発を行う。

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動
習慣の定着
による体力
の向上など、
生涯にわ
たって健康
増進を図る
意識の向上
をめざしま
す。

学校いじめ防止基本方針に沿っ
て、いじめの未然防止、早期発見
等のための取組を実施する。

毎日の授業はもちろんのこと、学校行事、
学年行事、学級活動を通して、自分で考
え、自分で行動することを促す。また、他
者のことを心から考える場面を設定する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の
成果を、自身の授業改善に生か
す。

授業改善セミナー等の研修成果を生
かし、主任教諭が助言・支援を行う校
内研修等を実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後
の授業改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学
校における特別支援教育を推進す
る。

給食指導及び教科等における指導
を通して、食生活の充実・改善をね
らいとした「食育」を推進する。

ユニバーサルデザイン・特別支援教育
の視点を生かしたわかる・できる・楽し
い授業を行い、児童の学びの充実を
図る。

体育的行事、部活動、休み時間な
ど様々な機会を通して運動習慣の
確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面
談し、一人ひとりの学習のつまずき
や学習方法について、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った
生活指導の充実により、社会のルー
ルや学校のきまりなどを守ろうとする
意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェッ
ク）の結果よりストレス症状のみられる
児童・生徒に対して組織的に対応す
る。

B

B

B

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

B

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

読書学習司書や読書月間等の取
組を通して、児童が本に親しみ、図
書館を利用する環境を整える。

１：0

B

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

B

B

コミュニティスクールと新教科「おおたの未
来づくり」の一体化した授業構成を考え、
本校としての持続可能な発展のための研
究授業を通した研究体制を構築する。

B

B

２：0

１：0

0

0

学校支援地域本部と連携するなど
して、地域力を生かした特色ある
教育活動を実践する。

B

A

３：7

Ｃ

Ｄ

〇地域行事やPTA行事に意欲的に参
加できている教職員が増えている。

○年度当初にＰＴＡや地域教育連絡協
議会、糀谷特別出張所に行事や取組
を確認し、できるだけ早い時期から教
職員に周知する。
○教育活動と連携できるよう工夫す
る。

ホームページで更新が進んだ。子どもの様子や学校の目指す方向
性が見える。コミュニティ・スクールとなり、地域が協力できる機会が
増えた。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。

0

10

地域教育連絡協議会において、児童・生
徒の変容等の具体的な資料を作成して、
評価に必要な学校の情報を適切に提供
し、適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等
の基本情報、児童・生徒の活動情報
等をホームページ等で公開及び更新
することにより、積極的に情報を発信
する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを
明確にし、地
域に開かれ
た教育の実
現を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

A

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

学校関係者記入欄

1

9

令和５年度　大田区立東糀谷小学校　自己評価　提出用

大項目 取組内容

子ども一人
ひとりの正義
感や自己肯
定感、自己
有用感など
を高めるとと
もに、自他の
生命を尊重
する心を育
成するなど、
未来への希
望に満ちた
豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

児童数394人、学級数16（通常の学級12、特別支援学級4）、教職員４5名から成っている。開校85周年を迎え、地域の拠点としての役割を期待されている。
・児童は、明るく、元気よく学校生活を送っている。自分で考え、自分の言葉で表現することが苦手な児童が多い。⇒本校の重点課題として取り組んでいく。
・教員は基礎学力の向上「分かる・できる」授業づくりに向けて、ＩＣＴ機器の活用、特にタブレット端末を活用し、児童の意欲関心を引き出す授業改善に取り組んでいる。　生活指導では「他人のことを心から考え
る児童」を育てるために、心の教育を日常的にに繰り返し指導している。
・保護者・地域は協力的であり、今年度はコミュニティスクールとなり、また新教科「おおたの未来づくり」を校内研究にして取り組む。「学びの場」としての地域の教材化を目指す。「地域を見つめ　地域に学び　地
域に還す　東糀谷の未来のまちづくり」をテーマに地域と一体となって取り組んでいく。

自分からすすんで「挨拶」
や「返事」「会釈」などに取
り組んでいる児童の割合。

４：自分から取り組んでいる
児童の割合が８０％以上

３：自分から取り組んでいる
児童の割合が７０％以上

２：自分から取り組んでいる
児童の割合が６０％以上

４：自分から取り組んでいる
児童の割合が６０％未満

地域行事やＰＴＡ行事に１
回以上参加した教員の割

合。
４：９０％以上。
３：８０％以上。
２：７０％以上。
１：７０％未満。

目標に対する成果指標

２：0

４：10

0

B

0

0

0

10

0

0

0

Ｂ

３：10

２：2

４：10

４：6

３：13

２：1

２：1

１：0

B

▼学年や個々の家庭、時期等によっ
て生活リズムの変化があり、取り組む
のが難しいところがある。

○学校だよりや保健だより、HP等によ
り、家庭と学校が協力して取り組む啓
発活動を行う。
○保健指導や特別活動等を利用して
健康について指導する。

0

ユニバーサルデザインを生
かした授業を１日１回以上
行っている教員の割合。

４：７５％以上。
３：６０％以上。
２：５０％以上。
１：５０％未満。

「早寝・早起き・朝ごはん」
月間の取組結果が６月より
も１０月に向上した児童の

割合。
４：７０％以上。
３：６０％以上。
２：５０％以上。
１：５０％未満。

Ａ

0

月に５冊以上の本を読んで
いる児童の割合。

４：８５%以上

３：７５%以上

２：６０%以上

１：６０%未満

10

Ｃ

Ｄ

４：13

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

Ｃ

Ａ

４：8

Ｄ

３：9


